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大阿蘇火山のrl1央火口丘群11'に背から阿蘇の五岳と呼ばれて有名な山が五つある。此の

地li古-*の主要都111なる宮地町附近から眺められる五ナの中央火口丘で，東から磨けると

猫撤， i日掛，惜尾掛， 烏帽子吊，杵島識がそれで、あ る 其の内，情尼識は茜時一名中識と

も呼び，陸地測量部五荷分の一地闘にある現在活動中のrl1撤ぞ包含しすこ名稀であった。現

有の中獄は中央火口丘中唯一の活火山で，有史以来幾多の活動記録を捜し，本邦火山中最

も旬11';な ちのの一つである。

第 1岡中岳の火口1，1'

今、o~om

第1，2，3，4，5火口 (納富氏による)

Zí~ 6火口と記せるは明治廿十九年の所

調 “新火口"のこ とである

11'掛(ま惚成火山であって， -其の袴火口は大

関1000* ~く 2000 米伐の略(;t;楕闘献をなし，

詫火口原は市部に砂千11Lヶ i伐と栴する砂地と

して護法して居る その11'央官官に現活火口群

が北北四一時;，jj拘束の線仁、l伝んでゐゐ 師ち第

1怖lに示す姉iく，北から出ー火11第二火 1I第

竺火口第四火口第五火口及び新火口(或は第

六火口〉と n}ばれるものが特に顕著で，此の

放列のJJlrilは構造地弱線のーっと甘示す九のと

せられてJ，'iiる。

是等火口はl時代il寺代で交ろがはる活動の中

心となろのであるが，大 IF..I'....: {¥oから昭和五

年までは第四火口が活動中心であった。我が

* 本文は昭和 7 年京者~帝園大泉理事部紀要第 15 舎に英文で愛表したものの委11言撃である。

(1) 野i崎隆治: 阿蘇の中央火丘群及び温泉の分布と現火山活動勢力派のJI削 Jflitに就て，本札第

30~1 披第 8 頁参照。
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阿蘇第四火口噴出火山獅の分布に就て

京都千持闘大壊阿蘇火"，研究所が創立せられにのは昭和三年で恰!主その第四火口活動期に属

して居f:。平行のー人j'}，j葉は研究所創設以来問所勤務として今11(こ及んで/，';るが，首宇JJ!ま

勿論まに今日の談I11パスは無くIf'_(二交通は至極不便でーはあったが，始んと同日徒歩で輩山

し野外研究を行ひ，第四火口の爆琵も大抵員近で観察することが出 ぅktこc そして先づ第一

に爆震の際拠出される火山弾の分布が特異の範園に限られることに興味を惹かれ，本研・究

の端緒を得すこ究第である。

今其の結果を論illするに蛍つては，先づ以て第!用火口の事情と其の活動蹴況ぞ叙~して

置く必要がある。蓋し第問火11拠出の火山部分台iにJ5lt!tIDI:しい特異性があるのは其の火[J

の事情と活動様式に然るべき素閃な醸して居ると忠ふからである。吾々はこの素因となる

べき事前!iぞ略~してか ()本論に入り，第四火口抽出火山弾分布の賓地観測結果と其の特異

性を述べ，然る後かくなるべき理由を理論的に解樺しようと思ふのである 、

11. 阿蘇第四火口昭和三年乃至五年の活動

1. 嘗時の第四火口獄況

阿蘇中掛第四火 !1は約そ束阿 400米f+I北 300米であって，東部・北部・西部・南西部に

多少快けに所がある。火口管は火f1fJ)少し西側にかによってiir[ltして屑ろ。度々の噴火の

fこめ火 1I管1:部は底¥がって Craterは第 2闘の様に漏斗欣となって居る。

昭和三年十三年世nと昭

和四千H---J1i¥lJに測7とし

すこと きは， 火口管の直i平~þ~

約30米，深さは約 160氷(砂

千里演の而ード)f立あつに。

叉火1-1縁の最高知は砂千

里i賓の聞から約 70米高か

った そして火 11特の底部

には赤熱岩柴頒ぞ露出して

ぞり，砂千里j賓の而から約

第 2岡 第四火口とその火口管(昭和六年七月)

90 末位の所に藷熔岩の残りが}:J:~\ く残ってゐナこ。これは岩泉U::昇のす正賞そ示すもので今期活

動の初めは此部分まで‘岩撲が男.ってゐたものであらう。阿蘇火口に於ても岩援の昇降ある
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阿蘇第四火口噴出火山弾の分布に就て

事賓の確認された事になる。(凶に迫記する。其後昭和七，八年の第一火口大活動の際は交

遁の使聞け一般人にも岩築上昇の事質を認識せしめ，且つ窮具も多数撮られである〉。筆者

は噴火現象君主賓地に瞳激観察する事に依って最初に火山弾の落下最遠距離に興味を費えに

ので、あつに。そして火口管は砂千里演面に達する園筒形とみなしでも質際の取扱にはあま

り差支ないと云ふ事沿知ったのであった。

2. 第四火ロ爆授の模様

昭和三年(1928)九月から昭和五年(1930)九月までの第四火IJ爆震の月日ぞ表に示すと

さたの遁りであつれ。
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第 一 型 告存 型一 一

雨期に於て短期休止後の活動 乾燥期に於て短期休止後の活動

1.昭和 4年5月6日 1.昭和3年12月19日

2.昭和4年 6月22日 2.昭和4年 1月22日

7月11日 1月30日

7月25日 2月20日

3. 昭和 4年 8月24日 3月6日

。18日

。29日

3.昭和 4年9月14口

10月6日

ゲ 22日

4 昭和 4年11月4日
一 一一一

筆者の一人南葉は昭和三年九月六L1の活動以外は賓地に就て観察した。各活動そ便宜上

空火の様な型式に分類してみに。

第一型長〈休止Lた後の大きい噴火

昭和五年九月五日から十日まで・の活動ぞ此型式の一例として述べ、る。

昭和四年十一月八日以来第四火口は活動冶休止してゐたc 昭和五年一月に入って火口管

に淵水ぞ湛へて居るのが見えずごした。相雷のI阻度があるらしくしかも酸性も5齢、であらう

事は，投身者がご，三日後には衣服は漂白されてしまひ鴨は骨化してゐるのや見る事が出

来たのでも知れる。火口管底は流入する火山次等の震に漸次浅くなって来る。梅雨期には

殊に甚しいけ八月廿六日には濯に砂千里演の面から略60米位下の所まで埋まって来ナこ。

口底の西壁近〈活動中心と恩はるる部分があって少しづっ湯気を傘けずでゐナこ。同世九日に

は口底の湯の沸騰する如き音烈しくなり，山上茶屋の人人さへ噴火するのではないかと話

(lH) 



何終第四火口駅i/li火山碍の分布に就て

合ぷ、様になってうki'二、九月二:nには口底から'¥鳥響君主伴つfこ白慨が昇り始め仁。 九月四日 1-

七時['J慨猛烈となり， j茎l二は火IJiJ3えそ顕著に混する様になった。

九月五日十一時乍頃第一回Ijの顕著爆琵を始め， iJil必は立野騨に於て東方千里i賓外輪上

に ~l'r.昇る一大H附j'll.肢が蚊詑の昇天の如く立昇るそ眺め fこので、あつに。所調苦水と呼ばれる

口底の温水が多量に溢流された。火山灰は北東風のため南西方に多量にl縫って来ナこ。火口

から南西約9粁にある栃木ir.lL泉附近には，九月五日十八時より六日十八時までに一平方米

につき 100瓦の害IJで‘積った。九月八日第五火口附近で浪1)ったら新民の深さ 60cm，あつに。

此爆殻で拠出されに火山弾の配置ぞ調査しにとごろ，日 3 園の様に長~qhが NNW-SSE

第 3 岡
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の方向にある様な略楠園航に分布し，

此の中心は火口より北東に著しく偏

在してゐずこ。北方にある第二火口に

は約 200KgT，位の火山5軍が落下し

に。火山灰が積ると火山弾ぞ掩うて

しまって別な噴火の11寺の火山慣と混

同することがあるので，僻()日がた

に山内成るべく lfo 日に調査する様注

意せねばならなLhl九月七日の日夜

明から粘刑判:赤熱火1I1弾が多くなっ

て*tこっ九月十 LI活動休止，.I時々30

3トおき位にやや大きい1¥鳥響&起すば

かりである。噴出休止後数時間は火

口特内は透明で邪魔物なし火口管内の観測に最も好都合であっfこ。此明問診経過すると

白煙に掩はれ， nがたつにつれ1甚水ぞ始めるやうになる。

火口特内のよく見える此の好機ぞ捉へ，火口管内観測に依って得7ンたの二貼は現在の日

的に重要な役割を演するものと忠ふ 印ち九月五日の噴火後火口併の東寄り l二古い噴出物j

が一聞となって未t:'姥留してゐ7ニ。此皮の噴出が去を側性噴火と呼ぶと好都合であるやう l二，

西経!JilII二於L、て起った事ぞ詮l現してゐ7こ。)瓜は北東!乳であったにもか込はらす火山揮は之

と反封の側に略楕間以に落下分;{Iiじてゐfこ事は第 3闘の如くであって， この事貸そ見て本

(113 ) 



阿蘇第四火口噴出火山磁の分布に;慌て

研究ぞ進める事になったのである。

其後再びi[i動ぞ始め更にご穴々と噴出が連績して残留醤噴出物与を排出し，遂には新しい赤

熱熔岩を拠出し，火口管は漸共深さぞ増してう!Eて，濯には末期の噴出には第3園内曲線の

様に図形に近い落弾分布ぞ示す様になって男Hこ。この事費も亦深く吾人の注意を引起しに

ので、あった。

以上長い休止後の噴火航況を要約すれば突の如くになる。

(1) 休止中は，外部からは古い噴出物〔火山灰等)の流入にあひ，内部的には山柴の上昇に

依り火口底は漸失浅くなって来ろ u古い噴出物の推積が相官になると水も溜り iHして来る。

(2) 活動のはじめは I~H涯が光づ猛fJJ となわ， ii)I!7J(も沸騰すること奮起に兄ゆる通りで、あ

った。

(3) flが経つにつれ白煙は猛烈となり漸究火山灰の混入量が増加し，火n内の古い推積

物狂共々に排出する。

(4)かくして迭にれ撲にj主すると，赤熱粘間性のl噴出物与を混じ仁美事な噴火となる。

(5)奮噴出物狂排除しつくすと・般にJIK音も少くなり，賓の量も少なく赤熱熔岩の量が

増して来る。工大々と噴出されるため火口管は漸共深くなる。

(6)一般に数日後には噴火は一-段落となって休止(:"弱いI(鳥響を残すのみとなる。

(7)噴火休止直後数時間は火[]管内は税界をさへぎるものなく口底まで樹祭することが

出来る)然，しまもなく r'H"t~1二地はれ， 日がたつとi甚1](するに至る

第二型雨期の短期休止後の活動

これはあ .1t'!の小仕掛のものと思うてよろしい。大同:jの後は大量:の読等が火JJ内に流入

し;)(も溜りうるo此11'!の活動の勢力は3して大ではなくとも噴慨は干|打者に濃く，梅雨期で

はJi¥.が比較的静かであるため噴煙は 3000米位も lごう1・しJI:I:闘を呈するC 抽出火山弾は平く

火山灰に埋れて分布航態の調査には失敗することが多い p

第三型 乾燥期の短期休止後の活動

降灰は岩泉からの11¥31(1こてのものが主で，全量も比械的少ない様である。従って噴煙は

一般に淡い しかし此の場合の降灰による原野111畑等の被咋は甚大であるうかミる噴煙が

地面ぞ這ふ様に通過した跡は，数百米の幅の幣賦に草木を枯らしてしまふ様な現象も珍ら

しくない。植林の被害の貰ー例は多く枚象にいとまがないの文農作物も之がために牧穫皆無

の事等屡 Eである。之に反し梅雨期に於ては比較的被布が少ない Q 然し我々の皆同の13的

(116 ) 



阿蘇第四火口噴出火山殉の分布に就て

からし・ふと， 213三型の噴火では火山灰の量比較的少くために火山揮の埋浸が少いので，火

山弾分布調査lこは最も好都合であるω

3.火山弾の分布調査

火山弾分布の調査は共の如くに行った」噴火1['(ま観測l者は遁嘗な場所から望遠鏡と野娠

第 4 岡 第 6 岡

れl
N 

13 'l 2Ö匂乙ー~O'"Dec 1';>25 .9 tflMαyL-Lー開閉 1!!)1~. 

Bomb B3 
〆、 r Jとr

第 5 岡

N N 

14'1 5宅 乞 WO 200"'-門町 1~2~. 9~ 141ち しιZ旦ー~.~ S~ p. 192D 
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阿蘇第四火口噴出火山弾の分;fiiに就て

を持って見はりする。成時刻の噴火に依る:1:

なる火山弾ぞ記入し叉記憶しておく。噴火一

段落後弾の位置ぞ再確認;し地闘に記入するυ

火口原に:法下の弾は最遠方・のものぞ磁針と物

尺で位置を決定しに。火口内部の弾の落下に

終る小仕掛の噴火で・は直接の観測で地岡に記

入出来る。かくして得すこ火山弾の分布の数例

在第4闘から第8固に示して置いに。

火口管内に於ける噴出動の位置は，噴火休

止後視界のきく機曾を待って手早く火日特暗

に近づき観測確認するもので，本報告の重要

なる役割の一つである。父Pl't挫の立主トりプJ々

見て決定HBkる場合もあっfニ(第 9圃参照〕。

一般じは火山噴火にあfこって噴l出盟iの雌認

は極めて困難であるのが普通であるが第附火

uの活動はヤひにして両íJ ~ëの間測には主傾好

第 8 [，剖

!4'1(i/号。}ー~∞"'No".19.2.9

Somb 87 

R""曹司「ア一一 ?一一--芸否定r・園-・E ・-園町田四E・E・E ・・E・-圃恒

都合であった しかい此Is鮎が移動|止な有する場合のftfJきは，此噴出馳峨認は特に重要で

ある。本報文中の火山保分市は或l唯一間の噴出に依る火山仰の分布であって，多数の噴出

第 9[bj)J 噴燈が偏在して噴出熟の位置~示す例

(a) Jt匂 Iリ2リ，frOlll the NE side of lhe cralPL 
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阿蘇第四火口噴出火[1[弾の分布に就て

(b)川 S明 Im，Jm山 X¥V地 ofthe crater 

による集積を指すものでなh、。従って火山揮の多数を限必する事が困難であった事は遺憾

である 3

C巻末挿入のものは長近寝具撮彰の機曾ありて集積火山弾(約一週間分〕の航況そ示しに

ものである。第一火口昭和十四年五月五日撮影〕

III. 固筒形火口管より拠出される火山弾の分布の仕方

4， 第四火ロ抽出火山理分布の偏心的なる理由

前illの火山弾分布蹴況ぞ見ると，閉じ火口管から抽出された火山揮でも分布面積は一様

でなく， 11 .つ火口管l二封して著しく偏心的な場{-ìï~、多し、。しカ、も!日 [Hll二近いのもある。 之

は何に原因するか。勿論!且Lの影響とは受取れね。昭和五年九月五日の噴火では，北東風で

あるのに弾は火口管の東側に散布され，且つ第3固に見るやうにHii国形に分イjiされてゐる。

ー慮は噴出動の導管の傾きによるか郎初護方向によるかとも思って見ナこが，然し此場合は

噴出口は西部懸側にあって導管はむしろ西に向いてゐるのが直妓観測tlBIHニ。筆者等の王手

へで・は，第四火IJtl七時の噴火に於ては闘筒型のi架い火口管底に於し、て噴出鮎が一方に偏夜

しすこ事に主な原因があると忠ふのである。自iJち火口管上縁そ漸く通過し得るやうな拠出角

でl噴出されれ火山弾が段も遠距離に飛び分布両の外周を形成するのであらうと思はれる。

かミる見地から吾々は， 第 10闘の様む凶筒形火口特底の或ー貼から拠出された同一初

遁の火~II弾が火口原に於て書く分布面の外周は如何な るものになるべ、きかを理論的に考へ

(119 ) 



向仰第四火口噴出火山郊の分布に就ーご

ることにし仁J それは第凶火 IJのR犬況が第一節に述べてある肢に漏斗賦になって居るか，

火1]符底から拠出される火山郁を越川与るのは園筒賦部の病であって， !長く慣がった火口

織ではないことは想像心難くないからである 但し以下の計算には簡軍のにめ大抵の抵抗

は省略しずニョ

5. 一定方向の抽出火山弾の最大槌射距離

初志 T'1地射角立の拠射惜の，lEく経路は， λ・及 z;，ど夫々 ノ}<.21':及鉛直距離とすると

戸市n←」一一斗(1十tan~，，) .Y~ 
2 ，ノコ

となり，y=hに相'出する r の二つの値は

t二子仁川{sin"土rふζ吾j

，たに同fuW'}.:..日管底の噴出 IJから或方1.1.に

拠射されfニ火山崎1の至11;主距離守二号へるにy)，

第 10闘に方そし、て

h ~と火 1I デfの球主，

〉をその方位に於ける特段から噴出貼

までの距離，

α 火口原に謹しうる火山弾の抽出f(J，

α1α.! ;1: た々火口管の織の A 貼(i，h) 

l二恰度達しうるやうな最小及般大拠

射角

とするならば

c;x.'o三::_"，三::;'0弘司
.十一圃

-…( 1 ) 

.... .....( 2) 

第 10 [，剖

なる傑件を満足しない拠射角に依る火山弾は全部再び火口管内に格下してしまうで

フ。

¥<=i， z=hなる係1'1・を (1)式に代入すると

tau >.= 

放に

…C~ ) 

)
 

J
 

t
 

p
IM
 

I
 

(
 



|出j隊第四火口噴出火山弾の分布に就て

tl. t=去{1ーが宅二予~}

及び

α- 剖1+/~一挙 4i
となる。

t式が有理であるためには

v2主gh十g~/京こrì，2

であらねばならぬ。特に γが大きい場合には

内幸90。 及 tan "'1辛子

となる。

第四火口に於て昭和三年から五年までの聞では

時 30米，h宇160米，手>1

…(4) 

…・(5)

であったから， '" は 45'以上であらねばならねご然るに弛射角が 45'以上では aが小さ

くなればなるほど射程は大きくなるから，z=hの面に落下する最遠距離 J隔は

h=xtan町一土 iHl十tan2ωd
2 V“ 

にく4)式冶代入し7ニムで奥へられる。卸ち

1'~=~と:;-~(V2ー付)+ぺ下平)2-g2(h2+i，2)~ .， ....( 6 ) 
gくが十).2) l'" .:;，.../ I '- • '::". / O ，，-. / j 

従って x"， に相嘗する初速は

τとた討叶fゴ汁{十h
2仇川2叱2(X"，ω山(μ川川♂匂川山町J山+和山λ …(7 ) 

阿蘇の虫如日;き苦砂原でで‘は蝕り遁蛍な方方企法もないカか、ら，此式を利用してでも初謹ぞ計算しなけれ

ばならなし~

6， 任意の切断面走有する筒欲火ロ管から拙射された火山揮の分布獄態

あらゆる方向での最遠落下貼の軌跡そ求めるにめに，管壁から射出貼までの距離 i，O)最

大である方向t't' . t'柄h，ょに直角な方向を"軸とし(日 11固参照)， λ 軸と自の角をなす

(121 ) 



rof p!.*第四火口噴出火山 ~~1の分布 l ニ :;':tて

方向に於ける最遠落 1;距離そ }(oとする。今火管

の水平断両が

i.=/ての ー....…・(8)

でぶ(まされる様な J~のものとすると， '乙，.t'(6)式に

代入して

但し

fFn=m A( V2-gll)f(o) 
u 正1t2十o(2(o)J

J叫'11戸1=己 1一トノ，九/
い r1 くt'"-gltア

…(9 ) 

此式は火山蝉分布i範凶の}~献を示すものでð， る

第 11 闘

v .-~-・7一~\

!f¥1;ノケ¥
1・:.';:../ .，_. ......‘ 

i{P57主主主-γ一---ー斗X

係数川は一般には o の幽放であるが，多:の虫Iけ場合じは o に~!時閥係で， しか Ij 1と2と

の聞の値そとる。

g〆/1
2
-卜がに比し，. ~が甚1:大きい場合には III十 2 で，分布面積がかなり kきいο

2') g./が十〉、2 に比し ，T"が甚1:1]、なる場合。自Hち火山蛸iが半うじて管IJ縁に法しう

る様な場合には， (5)式から

vz =;-=b'1t +ρ〆んコート，コ

或は

(l-'Z-ghY宇.~(がート}ヨ)

従て m宇 1

3') 火口符の深さ Aが幅に比し甚?ご大なる場合

川 =H-.I1-__Lh
2

r - (V2-gh)2 

これは 0に無関係である二

4') 火口管が半径 rなる凶筒形で噴出鮎が!長の中心lこあっfニ場合内

11=1+./ι:J豆壬互Ly _ (V2_g，の2

これも oに無関係となる。

1 圃筒欲火ロ管から弛射された火山弾の分布燃態

火口ゲ:;tJ;~ド{主 J の凶向;f!.で，射，'.1'，貼が， l 物b上にあって底の'1'心から -1の所じあった

( l:.l:.l ) 



阿蘇第四火口噴出火山弾の分布に就て

とすると

)，=/(0)=1 COS 0+ J〆r"-!"si凶 j

となる。之を(9)式に代入すれば

RO=IIlIt(V三::!!_1一巳坐IJ-[-J r"-!2 si山〕
。 g{h2+CZCOS 0十〆戸-!"，in'rJY} 

但し -…・..(10)

且つ 1;;;;:7/1二2.

前節にた!.Cべfこ如く III が 0をふくまぬ場合が量要なのである l 然る所(10)式は肯定にH諸国

肢の形ではあるが， 711が oに無闘係の場合には下に示すやうに完全な備幽となる

(10)式tl;'整瑚すると

ん=lII(A2 ト r~-!~-2( r~-!~)]! cosO-l-Cが十〆-(2)B一三ヨ-1-!~('()s~o 
o (h2十戸ー!~r十4hリヨCOs20

此慮で Jf=川 Il(l'~-:;，/;) 
g 、E

ノ

噌

'
A

唱

E
A

/
『
、
、
• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 

・

更に A三が十r2- f2

とおりば

R.="lfυ-2 (r2-/2)J 1 cos 0十正〆r2_/2十f2c倒 20
ν P十4h2PcOS2s

直角坐標になlます矯に共の様に書換へると

{ん M山 (72-mhoso)2=1f14r山川i

P十4h2f2cos20 J (が卜 41t"tcu~" (J)当

印ち Ra(kZsin2Qート(k2十4hZf2) cos2Q } -2Jlα-'2(，:-F )JlI¥ol(同 O

-~ 1[2(1'2_/2) =0 

となるから， ，¥.:三Rocoso， )'三λ:0 sin Qとすると

(X-C)2 
ーでア 一一卜ζァ=1 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ……・・…・(12)

目 Ji-

となる。ここで

.If C1t2_CJヨ-!2)JI
〔ゲー[-r2- !2Y卜4//1"

( 1山)



阿蘇第四火口噴出火111弾の分布に就て

イミjlf-' I己ー12)Cぐが十r2-/~y十4hZ，勺一卜 Ch2ー(1'宝 -1~)YI2

(が十戸-zz/十4h2f2

B三Jf~/(;2-可C(I，:!ート 1'2-1つ2十4hZPJ+Ch2ー(1'2_/2迫竺
(h2+r~-f2) 〆(h2+r2ー12)2十 4h212

.1 h2+1'宮_/2

汗ー <1B ，/(h2十1'2-/2)2+4h212

.. .(13) 

1n， .1/が 8に無関係なら坐標 (c，o)に中心を有する備闘形となる。其の長字額は B，短

半径は Aである。此儲園毛並簡軍のすこめ今後は分布鯨固と云ふことにしよう。此の分布備国

め偏心者~ (Eccentricity)は

-a ，，，z-
d
a
 

F
U
M
 

A
守」

1'
 

h
ノ

げ

M
Z
戸

内副三=ゅa=

J

 

=
l
「

=，-一
一
F
M

±
f
a司
、

一
〆一

'
，h' .. .(14) 

となるから，分布儲困は Aが減少すればより偏卒となり，T に比し Aが大きくなると闘

に近くなって来る。

A及 l'j}一定なら，偏心率は fのみに閥係し初主主，.には無関係であることが知れる。

特別な場合として

(1J 1=0 ~ll 中心噴火の場合は， (10)(12)(13)式から

Ra=A=B=FFZ A(V2-gh)r 
。 g(h2+r2)

c=O 

¥
l
J
 

，，
 

q
d
 

噌

E
A

f
t
¥
 

-
h
t

、rly
/

となり，分布鵬闘は火口の中心ぞ中心とする闘となる。

(2J l=r師壁側噴火の場合は， (10)式から

21'co昌B
R.=;l/一一一一一一
。 が十(2r)2C0520 . 

となるL 之を直角坐標に直すと

(l_r'¥2 1 

b 、一一 トーι ー=1
i主ー B2 

短壬ド僅

....…( 13") 
長半径

中心位置 c=A 

偏心率
.. (1-!" ) 

( J~.l ) 



阿蘇第四火口噴出火山碑の分布に就て‘

B ール/京芋4r2

A h 

で』七場合の分千li備闘は噴/:1'，貼のJ:の管口市に切する倣闘で，長メド俸は l'拘ilの方向になる。

昭和三，VQ年第四火L1噴火では此型のものが大慶に多くあっすニ。向長期休lt.後の大活動で

は，火[]特の深さが~1\々と姥るので分布時間のJ~ヵ;次々と襲 CJ ， 誠に興味深く!~じた。そ

こで今i宋::sItのみ最近る場合冷考へてみると，式(14)かり

す=1寸し: ...，，(15) 

e;; 

となる、、此式は逆に分術鵬闘ぞ失uって火IJ符の深さ か後る様子必知る手掛りとなるもので

ある 3

IV. 第四火口噴火への鷹用

高ij掌の内論は火山揮が簡単な普通の蝉遁を描くものとして論じにのであるが，日精に掲

けすニ中議活動中の夜景察員与を見れば一々の抽出塊が美鹿な弾道を作り其のエ L グエローフ

までが見事に理想的形脱毛と呈し，吾々の立論が決して不況でないことが察せられる。依て

号制二吾々は上記の結果ぞ第四火口賓際の噴火に遁用して見すこいに

8. 昭和四年十一月四一七日の噴火

此の噴火は乾燥則であっ仁。短い休止後の噴火であつに?ニめ高~î~の式の利用 l二便利であ

っすこ。 昭和四年十一月六日十四時頃の呆大活動で約 8Kgr の火IJI~軍が陶火口原の砂千里

積(第8固参照〉に落下しずこ3 後で其の距離ぷIIリったら次の値えと得ナニコ

.:.l'm宇 400m

十一月八日じは火口管の深さは A宇 160m，直径 21'宇30mで，赤熱岩撲は北壁側に見えて

居fこ 此場合の活動は“壁側活動 "と-tーへ(，れたi、火山弾の分布特園は第 8闘の様であ

つTこn

x".=400 m とすると(7)式から初速

Jr=115m/sec. 

となるc この 1'2は相官;大なる場合と考へられるカ、ら m=2に近い活動であったと忠はれ

る。この建度で直J-.に拠出され仁ときの上昇最高度は l づ/2g~戸660 l1lとなるから，砂千里

(12:> ) 



阿蘇第四火口噴出火JIs車の分布に就て

2賓の面上500米棋度となる。

向参考に火山揮が符口に漸く蓮しうるやうな極小の初建を推定して見ると，.1.'""宇30m

h=T160 m として

Iア=T58m/sec. 

を得る。伊木常識品iま明治三十三年普通の活動哨出熔岩塊の降下時間ぞ測って初速雄

算し 69m/sを得?こごとがあるが， Jニの極小値と似ょった数で，爆費時の初速に較ぶれば

.タj論j霊に遅いものである。

究に今回の壁側j訂正すlに於ては(14")から

1 B . 33 
e弓=一一一一 一一一ーごでーーー{ー

6 ' A'  22 

となって，分布備聞は固に近いものとなる筈であるが，第81凋と封照すれば成程とうなづ

ける。

9. 昭和五年九月五日乃至十日の噴火

此の噴火は筆者が本期間内に11¥曾った最大の噴火で‘あつに。しかも分布特闘の長適例の

一つを奥へて呉れた。五日と八日の噴火による火山弾分布は第3圃に示3れであるが，分

布楠園の要素は次の通りである(

噴火日時

(外因) 昭和五年九周五日十一時頃

(内因)同 八日十一時頃

短牟径

A，o:'τ360 m 

.120;ヱ160m

長牟径

.8，手400m

B2手170m

既辿の如く古し、噴出物が束の!墜側に残ってゐ?こ事から， I噴出品liは少し時j寄りの西経側であ

る事も知れにので，“壁側噴火門型であっ?こυ 向五nのものは比較的に浅く，八fJのもの

はより深かつに。之は雨者の分布備園を比較してみても知れる事である。

(15)式から

1 宅 A; 3602 

ef m-.11 4002-3602 

1 /s 1602 

~ m-Lli 1702ー 1602

;トプ(す-1)/(す-1)宇品

0) 伊Æ~常誠: 阿蘇火山調査報交， Cよ災濠防調査合報第33報

1引;) 



阿務第四火口ザt/U火山海の分布にtltて

此童文値から見ても，噴火が初期には比較的浅い慮に行はれるが， [1と共に次々と噴火の

締行につれ火管の深さが増して行く様子冶推知することがtB*る。

v.結論

以上の結果ぞ要約すれば下の如くである。

1) 阿蘇中岳第四火口からの火山弾分布匝域は一般に長倍数百米の備闘形であつに。之

を吾々は分布備固と呼ぶ。

2) ，分布梢困は其の火口に針し著しく偏心的なることが多U、。而も其の偏心の方向も度

合も時により大に蓮，tht

3) 火口管其のものは垂直で傾いては居ないのに火山揮の分布匝域が楠国賊で而も偏心

的となるのは，第四火口が漏斗航ぞなし上端若干は績がって居るが大部分は国管賦と

なって，而も噴出動 (pit)が管底の中央よりも一方iこ偏在するからである。若し全く

管底の中心に噴出動がある場合には分布備圏は固となる。是等のことは理論的に計算

誼明出来るG

4) 火管の深さは本調査期間では 160米税度であったが，之は活動期の始めには浅く，連

績活動して績々と多量のnnlH物が拠出されるにつれ深くなる。昭和五年九月の噴火で

は五日間の内に2tJJ程度も深くなつにことを，火山弾分布鵬圃の調査から推定し得?こ。

5) 火山弾の初建は本活動期間中では最大115m/::;存ご度で，上昇距離は砂千里演面上500

米程度と推算:された。

6) ì~.動休止中 l三は上から外部の火山灰など、カ、流れ込みて浅くなるのは勿論亡が，倫ほ

内部から火山力蓄積してれ衆も上昇し相官浅い慮まで来ることが阿蘇では初めて確認

された。赤熱有楽露頭を日懲した場合もあるし，叉其より 70米も高い火口管中途に黒

色の古いすf柴の残りを認めたことも其の誼様である。

7) 活動の模様は (i)長〈休止した後の噴火と (ii)雨明の短!明休11:.後の活動!:.(iii)乾燥

期の短期休止後の訊ー動とで梢趣;aj4仁する。

8) n貰火かー段落っきて休止しずこ直後数時聞は火口内が全く透明で，火口底観察の絶好

機曾ぞ奥へる。しかし間もなく白煙が11'.る様になり fJJ，旨経るにつれ地獄服態の熱水7"

-)レに化する u

( 1 :~7 ) 
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第 11 岡

第一火口噴出の火山弾集積分布 L昭和十四年六月五日篤)

噴出馬~は南控側にある (篤長にて手前)

終りに本報告のj出来ナこ事は，第四火口の活動が比較的にrl3庸を得fこ大きさで繰返され，

火口特の形が比較的規則正しし且つ深さが非常にたであったため，各噴火の度毎に殆E

危険と感する事もなく火口管の k線近く進出して詳細の翻i!11J!l'行ひ仰にといふ女H~長件にめ

ぐまれに事に師せられると忠~，、。今後か込る好機舎の再び米らん事冶願ふものである。

( l:!K ) 


